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自然災害は地域全体に関わる『自分ごと』
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町立教育センターは『つなぎ役』
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勝山中学校区 ・勝山中学校・勝山小学校・勝山保育所

・西浜小学校・足和田保育所

・大嵐小学校・富士ヶ嶺保育所

湖北中学校区

町地域防災課 町学校教育課 町子育て支援課

・湖北中学校・大石小学校・大石保育所

・河口小学校・河口保育所

町地域防災課富士山科学研究所

訓練は２回



富士山科学研究所および町との連携

•訓練の監修、記録、アンケート実施および指導・
助言

•共通した判断基準の監修『引き渡しマニュアル』

•富士山火山避難基本計画の解説富士山科学研究所

富士河口湖町役場
地域防災課

•情報伝達手段の提供

•町と学校・保育所との情報共有体制構築

•役場内の情報伝達訓練

•訓練の指導・助言



2023年 中学校区引渡し訓練
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日時 小学校 保育所

勝山中学校区 5月26日15時～ 勝山小学校
西浜小学校
豊茂小学校

勝山保育所
足和田保育所
富士ヶ嶺保育所

河口湖北中学校区 5月30日15時～ 河口小学校
大石小学校

河口保育所
大石保育所

令和5年3月公表
富士山火山避難基本計画
の避難エリア

目的
保護者に対して
• 富士山噴火の対応を知る。
• 職場などから学校までかか
る時間を知る

• 複数の学校に通う児童・生
徒の引取にかかる時間を
知る。

学校側
• 富士山噴火の対応を知る。
• 引渡しにかかる時間や対
応の確認

• 情報集約・伝達方法の確
認



引渡し訓練の条件設定

7

富士山の警戒レベル Lv3では：
噴火前のため、
被害は発生してない状況
• 校舎が利用可能
• 引渡し対応に専念
• 中学校区で行うことで、
兄弟・姉妹を同時に引取



学校と行政が連携した訓練の実現

災害情報伝達の検証

役場

学校教育課
地域防災課

中学校

小学校

デジタル行政無線
移動系

集約・報告

災害時状況報告票 

学校名               学校 通し番号  

報告日時   年   月   日    時   分 報告者  

報告先 部署：                       対応者： 

報告内容 備考 

負傷者 軽傷：       人 

重傷：       人  

 

重傷者の対応状況や救

急への依頼なども連絡す

る。症状なども可能な範

囲で連絡 

引渡し 

状況 

当日の在籍人数         人  完了人数     人 

未完了人数       人 

欠席児童生徒数    人 うち安否確認完了    人 

報告時点の人数を連絡

する。未完了については

対応中の内容を伝える。 

教員安否 総数  人 欠席者数    人 うち安否確認済    人  

建物被害 調査を実施済み  or  調査を未実施 現時点での状況を連絡 

校舎  無被害 

 軽微なひび割れが見られる（建物が使用可能）。 

 柱や梁に大きなひび割れが見られる（危険）。 

 倒壊した。 

調査結果を報告。複数建

物がある場合は、それぞ

れについて報告。 

体育館  無被害 

 軽微なひび割れが見られる（建物が使用可能）。 

 柱や梁に大きなひび割れ・破断が見られる（危険）。 

 倒壊した。 

 

その他施

設 

 

 

 

校舎被害の状況を参考

に報告 

 

ライフライ

ン被害 

●電気   可・不可       

●ガス   可・不可 

● 水道  可・不可 

● 下水道 可・不可 

 

避難状況 引渡しした保護者家族     人（世帯数） 

近隣の住民            人（世帯数） 

 

体育館が使える状況で

避難してきた人や家族が

あれば報告 

物資や対

応の援助

依頼 

 

 

 

 

 

 

必要な支援、町や近隣の

被害現状など町・災対本

部に聞きたいこと・依頼

があれば。 

防災倉庫

の使用状

況 

 

 

 

 

 

学校や近隣の住民が備

蓄品を使用していれば報

告 

 

災害時状況報告
票(学校版)

• 学校の報告
• 中学校区をま
とめて報告

FAX

FAX

デジタル行政無線

デジタル行政無線

災害時状況報告
票（学校版）

子育て支援課 FAX

保育所

災害時状況報告票 

学校名               学校 通し番号  

報告日時   年   月   日    時   分 報告者  

報告先 部署：                       対応者： 

報告内容 備考 

負傷者 軽傷：       人 

重傷：       人  

 

重傷者の対応状況や救

急への依頼なども連絡す

る。症状なども可能な範

囲で連絡 

引渡し 

状況 

当日の在籍人数         人  完了人数     人 

未完了人数       人 

欠席児童生徒数    人 うち安否確認完了    人 

報告時点の人数を連絡

する。未完了については

対応中の内容を伝える。 

教員安否 総数  人 欠席者数    人 うち安否確認済    人  

建物被害 調査を実施済み  or  調査を未実施 現時点での状況を連絡 

校舎  無被害 

 軽微なひび割れが見られる（建物が使用可能）。 

 柱や梁に大きなひび割れが見られる（危険）。 

 倒壊した。 

調査結果を報告。複数建

物がある場合は、それぞ

れについて報告。 

体育館  無被害 

 軽微なひび割れが見られる（建物が使用可能）。 

 柱や梁に大きなひび割れ・破断が見られる（危険）。 

 倒壊した。 

 

その他施

設 

 

 

 

校舎被害の状況を参考

に報告 

 

ライフライ

ン被害 

●電気   可・不可       

●ガス   可・不可 

● 水道  可・不可 

● 下水道 可・不可 

 

避難状況 引渡しした保護者家族     人（世帯数） 

近隣の住民            人（世帯数） 

 

体育館が使える状況で

避難してきた人や家族が

あれば報告 

物資や対

応の援助

依頼 

 

 

 

 

 

 

必要な支援、町や近隣の

被害現状など町・災対本

部に聞きたいこと・依頼

があれば。 

防災倉庫

の使用状

況 

 

 

 

 

 

学校や近隣の住民が備

蓄品を使用していれば報

告 

 

災害時状況報告票
(保育所版

災害時状況報告
票（学校版）

災害時状況報告
票（保育所版）

駆けつけ、
または電話

目的
• 地域防災課までの情報伝達
を確認(地域防災計画)

• 多重化した報告
• 保育所の連絡手段の確認
• 連絡様式の確認

学校施設 電話番号 防災電話 被害状況
(建物の状況など)

負傷者数 引渡し
状況

必要物資など

船津保育所 72-2007

小立保育所 72-1646

こもも保育所 83-3323

大石保育所 76-7754

河口保育所 76-7617

勝山保育所 83-2124

足和田保育所 82-2954

富士ヶ嶺保育所 89-2024

保育所施設の情報収集シート

学校施設 電話番号 防災電話 被害状況
(校舎・体育館の状

況など)

負傷者
数

引渡し
状況

避難者
受入
人数

必要物資など

船津小学校 72-0052 #060

小立小学校 72-1512

大嵐小学校 82-2132

河口湖南
中学校

72-1142

大石小学校 76-7714

河口小学校 76-7334

河口湖北
中学校

76-7324

勝山小学校 83-2027

西浜小学校 82-2144

富士豊茂小
学校

89-2113

勝山
中学校

83-2339

鳴沢小学校 85-2015 ＃063

学校施設の情報収集シート

集約・報告

保育所の情報も小学校か
ら学校教育課にデジタル
行政無線移動系で連絡



引渡しの様子（勝山中学区）
4校(1中学、3小学校)と3保育所で引き渡しを実施

• 初動での情報共有と指示
• デジタル行政無線移動系の使い方
• 情報集約方法 といった課題が出てきました。

勝山中

豊茂小
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足和田保育所豊茂小

勝山中 勝山中

早く帰れる機会と思っ
て、遊んでしまったり、
保護者が集まってお話
を始めてしまったりな
ど、災害について考え
てもらう機会の創出も
必要。



74.4%

9.0%

14.1%

今回行った中学校区の引渡訓練は実際の災害

時に役立ちそうでしょうか？(小中学校のみ)

役立つと思う

改善すれば役立つと思う

役立たない

わからない

その他

81.6%

18.2%

当日「誰が」引き取りに行くか事前に家族内

(児童生徒、親戚など)で相談しましたか？

相談した

相談していない

R5年度アンケート結果(7校＋5保、 20230616 16時時点)

n=398
n=523

71.0%

27.0%

引き取りに向かう際に最初にいた場所を教

えてください。

自宅

職場

登校班集合場所

知人宅

n=293(7校のみ)

41%

16%

43%

富士北麓地域にお住いで学校に通っているお子さんをお持

ちの先生に伺います。もし今回の訓練のように学校で引き

渡しとなった場合、ご自身のお子さんの引き取り方法につ

いて決めてありますか?

決めてある

決めてない

今回の訓練を受けて決める

必要があると思った

（n=37）

アンケートから、保護者からも中学校区単位での実践
的な訓練が必要である意見が見られた。
一方で、事前周知のため、自宅から引き取りに来られ
る方や時間前に来てしまう保護者なども多くみられた。

教職員へのアンケートからも実践的な訓練の必要性や
家族で話し合っておくことの必要性を感じてもらえた。



53.7%

4.4%

33.7%

8.2%

富士河口湖町の防災アプリをインストールされましたか？

インストール済み

今回の訓練のためイン

ストールした

今後インストールする

予定

インストールする予定

はない

79.7%, 417

18.9%, 99

19.3%, 101

25.0%, 131

0.6%, 3

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

学校からの安心安全メール

富士河口湖町の防災アプリ

アプリコドモン

事前配布の通知

知人・周囲の方から聞いた

引渡訓練について、訓練開始のお知らせはどのように受け取りましたか？(複数回答可)

訓練により防災アプリ
のインストールを促進。

n=523n=523

R5年度アンケート結果(7校＋5保、 20230616 16時時点)

引渡し訓練の開始を
町の防災アプリでも
周知。

地域の防災力向上にも
貢献。



情報伝達手段の提供
デジタル行政無線 同報系

防災無線（町内９６箇所） 町防災アプリ

町ホームページ

メールサービス
やまなしくらしねっとケーブルテレビ河口湖放送

ケーブルテレビ河口湖アプリ

① インストールが増加した事で実災害時の活用につながった
② アプリを知ってもらった事で情報収集の重要性を周知できた

災害時は様々なメディアから
情報を取得することが重要

ポイント



情報伝達手段の提供 デジタル行政無線 移動系

災害時は通常回線が
繋がらない可能性がある

学校教育課小中学校

通
常
回
線

デ
ジ
タ
ル
行
政
無
線

移
動
系

町の独自基地局

訓練等で使用方法を
確認しておくことが重要

デジタル行政無線移動系は
通常回線とは使用方法が異なる

教職員の異動で
使用方法不明に

ポイント



町と学校・保育所との情報共有体制構築

地域防災課

子育て支援課学校教育課

小中学校 保育所

関係機関が同時に訓練する事でよ
り実践的な訓練となる

組織単体での訓練は
これまでも実施していた

ポイント

災害時は関係機関が
同時に活動する



行政として 学校として 県・研究所として

忙しい子育て世代に対して
子供を通じて防災を知ってもらう機会を構築

災害は地域の歴史でもある
災害を学ぶことで子供たちが地域を知る機会を創生

教職員の防災力向上

実践的な研究を行う
フィールドの提供

事例を県内に広く展開

地域連携の意義・効果

教職員が行政の仕組みを
学習する事が出来る

実践的な訓練から
地域防災計画等への反映

平時から顔の見える関係を構築することで、
発災時のコミュニケーションを円滑に

平時から顔の見える関係を構築することで、
別事業（富士河口湖町Jr防災士講座等）での活動も円滑に

組 織

効

果



目指すのは地域全体での防災力向上

中学校

保育所

富士山科学研究所

富士河口湖町役場

小学校

ケーブルテレビ
河口湖

富士河口湖町消防団

自衛隊

町立教育センター

災害に強いまちづくり

交通安全協会

自治会

自主防災会
富士五湖消防本部


